
その他の５領域に対応した取り組み 

 

 

 

 

・運動を楽しむことで、関節の拘縮や変形の予防、筋力の維持・強化とともに運動への苦手意識の軽減を図ります 



 

 

 

・振付を鏡でみながら踊ることで自分の身体がどのように動いているかを確認します 

 

 

 

 

 

・身体を使った表現、非言語的コミュニケーションとして児童の表現の向上を図ります 

 

 



 

 

 

              


